
9月
   ９月の

   健康・環境目標 

本校のAEDの場所
進路指導室北側２階渡り廊下

体育科職員室前下足箱の中

床に打ち付けて打撲。傷
口は洗って救護所へ。す
ぐにアイシングし、湿布
を貼った。
➡腫れがひどくならず、赤
みと痛みが引いた。

　日頃、みなさんはどのような手当を自分でしていますか？
　９月３～５日に行われた北高祭では、けがをすると比較的すぐに保健室や
救護所に相談に来る人が多く、早めの応急手当で悪化を防ぐことができまし
た。その一例を紹介します。
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①けがの予防をこころがけよう
②防災について考えよう

保健だより

自分でできる応急手当

やけどをした 打撲した
ヘアアイロンで誤ってやけ
ど。すぐに流水で冷やした
後に保健室へ。授業中もア
イシングを心がけた
➡水泡にならず、赤みと痛み
が引いた。

９月９日は救急の日でした

２台
あります

①

②

。



　今年８月３１日に台風１０号の影響を受け大雨に見舞われた岐阜県。特
に、西濃地域では河川が氾濫し浸水する地域がありました。大垣市では３１
日の午前１１時２５分に該当地区に警戒レベルで最も高いレベル５の
「緊急安全確保」を出して近くの建物や自宅の２階以上、斜面から離れた場
所など周囲の状況を確認し、少しでも安全な場所で命が助かる可能性の高い
行動を取るよう呼びかけました。

防災　　　　
　９月２６日に行われた命を守る訓練は、大雨浸水被
害を想定しました。学校で起きた場合の想定はもちろ
ん、自宅近くで警報が出た場合の備えもしましょう。

段階的に発表される防災気象情報の活用例　出典：気象庁

　右の図は、大垣市の気象警報と
注意報の発令の時間と内容です。
大雨警報が発表されてから数時間
で河川の氾濫に至ったことが伺え
ます。

警報と命を守
る行動

出典：大垣市HP

　日頃から、気象庁や行政の情報
が得られやすいように準備し、災
害時や警報・注意報の発令時には
早めの避難が大切です。

家族と

話そう


